
〇
活
動
内
容 

 
 

私
た
ち
吹
奏
楽
部
は
、
年
に
数
回
あ
る
大
会
、
演

奏
会
に
向
け
て
日
々
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。
楽
し
い

こ
と
も
つ
ら
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
部
員
全
員
で
支
え

合
っ
て
、
一
つ
の
音
楽
を
創
り
あ
げ
て
い
ま
す
。 

 

〇
一
年
間
の
活
動
（主
な
行
事
） 

 
 

四
月 

 
 

新
入
生
歓
迎
コ
ン
サ
ー
ト 

 
 

五
月 

 
 

定
期
演
奏
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

滋
賀
県
吹
奏
楽
祭 

 
 

七
月 

 
 

滋
賀
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
地
区
大
会 

 
 

八
月 

 
 

滋
賀
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会 

 
 

十
一
月 

 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
選
考
会 

 
 

十
二
月 

 

滋
賀
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
予
選 

 
 

一
月 

 
 

滋
賀
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト 

 
 

二
月 

 
 

中
部
日
本
個
人
重
奏
コ
ン
テ
ス
ト 

  
 

イ
ベ
ン
ト
や
大
会
が
な
い
日
は
、
基
礎
練
習
、
曲
練

習
、
パ
ー
ト
で
の
練
習
、
合
奏
練
習
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

練
習
を
行
い
ま
す
。
高
校
生
の
先
輩
に
教
え
て
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

〇
新
入
生
の
皆
さ
ん
へ 

 
 

私
た
ち
吹
奏
楽
部
は
、
二
学
年
で
総
勢
四
十
名
の

部
員
と
毎
日
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 
 

皆
さ
ん
は
、
音
楽
へ
の
関
心
は
あ
り
ま
す
か
？ 

あ

る
人
も
な
い
人
も
、
ぜ
ひ
一
度
吹
奏
楽
部
に
来
て
く
だ

さ
い
。
「音
楽
は
楽
し
い
」と
い
う
こ
と
が
実
感
で
き
ま
す
。

部
員
の
中
に
は
、
初
め
は
吹
奏
楽
に
関
心
は
な
か
っ
た

け
ど
、
一
度
来
て
み
て
、
関
心
が
わ
き
、
入
部
を
決
め

た
と
い
う
人
も
い
ま
す
。 

 
 

楽
器
が
吹
け
る
と
い
う
こ
と
も
、
も
ち
ろ
ん
楽
し
い

で
す
が
、
皆
で
音
楽
を
創
り
あ
げ
る
こ
と
は
も
っ
と
楽
し

い
で
す
。
ぜ
ひ
、
私
た
ち
と
一
緒
に
楽
器
を
吹
い
て
、
音

楽
を
奏
で
、
そ
れ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

 
〇
先
輩
方
へ 

 
 

二
年
間
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
先
輩
方

と
練
習
し
て
き
た
日
々
は
と
て
も
充
実
し
て
い
て
、
何

よ
り
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
先
輩
方
が
守
っ
て
こ
ら
れ
た

河
瀬
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
け
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
先
輩
方
の
活
躍
を
部
員

一
同
、
心
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。 

    

〇
活
動
成
績 

 
 

・２
０
１
７
年
度 

 
 

滋
賀
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト 

 
 
 
 

金
管
八
重
奏 

金
賞
、
県
代
表 

  
 

関
西
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト 

 
 
 
 

金
管
八
重
奏 

銀
賞 

 

  
 

中
部
日
本
個
人
重
奏
コ
ン
テ
ス
ト 

県
大
会 

 
 
 
 

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
四
重
奏 

金
賞 

 
 
 
 

打
楽
器
七
重
奏 

金
賞 

  
 

滋
賀
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル 

 
 
 
 

地
区
大
会 

金
賞 

 
 
 
 

県
大
会 

 
 

銅
賞 

 

中
学
吹
奏
楽
部 

 



 

《新
入
生
の
皆
さ
ん
へ》 

新
高
校
一
年
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
新
た
に
始
ま
る
高
校
生
活
に
大
き
な
期
待

と
希
望
を
持
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
吹
奏
楽
部
は
、
毎
日
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
共
に
楽
し

く
活
動
し
て
い
ま
す
。
全
員
で
一
つ
の
音
楽
を
作
り
上

げ
る
喜
び
や
、
言
葉
で
は
表
現
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

感
動
は
吹
奏
楽
な
ら
で
は
の
魅
力
で
す
。
皆
さ
ん
の
中

に
は
「楽
譜
が
読
め
な
い
か
ら
…
。
」「自
分
に
は
音
楽
の

才
能
が
な
い
か
ら
…
。
」な
ど
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
心
配

は
い
り
ま
せ
ん
。
音
楽
が
好
き
で
楽
し
み
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
あ
れ
ば
誰
で
も
楽
器
を
吹
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

実
際
に
高
校
か
ら
吹
奏
楽
を
始
め
、
一
緒
に
活
動
し
て

い
る
部
員
も
多
く
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
定
期
演
奏
会
や
地
域
の
依
頼
演
奏
な
ど
、

吹
奏
楽
部
で
し
か
経
験
で
き
な
い
よ
う
な
、
貴
重
な
体

験
が
で
き
ま
す
。
経
験
者
は
も
ち
ろ
ん
初
心
者
の
皆
さ

ん
も
大
歓
迎
で
す
。
是
非
一
度
吹
奏
楽
に
足
を
運
び
私

た
ち
の
活
動
を
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

《活
動
紹
介
》 

○
活
動
日
時 

平
日
の
朝
・放
課
後
、
土
日 

○
活
動
場
所 

各
Ｈ
Ｒ
教
室
・音
楽
室 

 

○
部
員
人
数 

一
年 

三
十
三
人 

 
 
 
 
 
 
 
  

二
年 

三
十
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
  

合
計 

六
十
四
人 

 

○
活
動
内
容 

 

私
た
ち
吹
奏
楽
部
は
五
月
に
行
う
定
期
演
奏
会
を

始
め
、
夏
の
コ
ン
ク
ー
ル
や
依
頼
演
奏
、
パ
レ
ー
ド
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
幅
広
く

活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
河
瀬
高
校
吹
奏
楽
部
の
特
徴

と
い
え
ば
、
演
奏
を
し
な
が
ら
色
々
な
隊
形
を
作
る
マ

ー
チ
ン
グ
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
隊
形
の
一
部
分
と
な

り
全
身
を
使
っ
て
音
楽
を
表
現
し
ま
す
。
見
に
来
て
く

だ
さ
る
方
の
心
を
つ
か
ん
で
離
さ
な
い
演
奏
・演
技
を
目

指
し
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

時
に
は
自
分
の
思
う
よ
う
に
演
奏
で
き
な
か
っ
た
り
、

仲
間
と
の
衝
突
に
苦
悩
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
大

き
な
達
成
感
や
充
実
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
部
活
動

で
す
。
ま
た
中
学
生
と
の
交
流
も
深
く
、
中
高
で
一
緒

に
練
習
す
る
こ
と
も
あ
り
、
定
期
演
奏
会
な
ど
を
通
し

て
中
高
の
絆
を
深
め
て
い
ま
す
。 

 

 

《先
輩
方
へ》 

 

先
輩
方
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

先
輩
方
が
引
退
さ
れ
私
た
ち
が
吹
奏
楽
部
を
引
っ
張

っ
て
い
く
立
場
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
九
月
か
ら
新

体
制
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
全
体
を
上
手
く
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
ず
、
自
分
た
ち
の
無
力
さ
を
痛
感
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
先
輩
方
の
存
在
の
偉
大
さ
を
身

に
し
み
て
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
で
す
が
、
河
瀬
高
校
吹
奏

楽
部
と
し
て
歴
代
の
先
輩
方
に
恥
じ
な
い
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
今
よ
り

も
っ
と
成
長
し
た
姿
を
お
見
せ
し
、
安
心
し
て
卒
業
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
吹
奏
楽

部
一
同
、
こ
れ
か
ら
の
先
輩
方
の
益
々
の
ご
活
躍
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。 

 

吹
奏
楽
部 



《活
動
成
績
》 

◇
滋
賀
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト 

 
 

木
管
八
重
奏 

金
賞
受
賞 

◇
中
部
日
本
管
楽
器
個
人
・重
奏
コ
ン
テ
ス
ト 

 
 

打
楽
器
七
重
奏 
金
賞
受
賞 

県
代
表 

 
 

金
管
八
重
奏 

金
賞
受
賞 

◇
中
部
日
本
個
人
・重
奏
コ
ン
テ
ス
ト
本
大
会 

 
 

打
楽
器
七
重
奏 

銀
賞
受
賞 

◇
第
二
十
二
回
定
期
演
奏
会
～
風
が
神
っ
て
る
～ 

◇
吹
奏
楽
祭 

参
加 

◇
滋
賀
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
地
区
大
会 

 
 

高
校
Ａ
の
部 

金
賞
受
賞 

代
表 

 
 

高
校
Ｂ
の
部 

金
賞
受
賞 

◇
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
宮
城
大
会 

出
場 

◇
滋
賀
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会 

銅
賞 

◇
滋
賀
県
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト 

金
賞
受
賞 

代
表 

◇
関
西
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト 

銅
賞 

※
こ
の
他
に
も
、
依
頼
演
奏
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

に
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

      

《楽
器
紹
介
》 

◇
フ
ル
ー
ト
・ピ
ッ
コ
ロ 

◇
オ
ー
ボ
エ 

◇
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト 

◇
サ
キ
ソ
フ
ォ
ン 

◇
バ
ス
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト 

◇
フ
ァ
ゴ
ッ
ト 

◇
コ
ン
ト
ラ
バ
ス 

◇
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト 

◇
ホ
ル
ン 

◇
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン 

◇
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム 

◇
チ
ュ
ー
バ 

◇
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン 

※
こ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
楽
器
が
あ
り
ま
す
。 
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